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巻

頭

の

辞

昭
和
三
十
八
年
四
月
三
十
日
満
六
十
三
才
に
達
せ
ら
れ
た
宮
崎
孝
治
郎
教
授
は
、
申
合
わ
せ
に
従
っ
て
、
本
年
三
月
末
日
付
で
北
海
道

大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
心
か
ら
な
る
感
謝
の
し
る
し
と
し
て
、
本
誌
を
同
教
授
に
捧
げ
た
い

と
思
う
。

宮
崎
教
授
は
大
正
十
五
年
三
月
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
英
法
科
を
御
卒
業
後
、
我
妻
栄
教
授
の
も
と
で
助
手
と
し
て
民
法
の
研
究
に
従

事
さ
れ
た
。
昭
和
四
年
、
当
時
新
設
さ
れ
た
台
北
帝
国
大
学
文
政
学
部
講
師
と
な
り
、
翌
年
助
教
授
と
な
ら
れ
た
。
そ
し
て
同
年
秋
二
年

半
に
わ
た
る
外
遊
の
旅
に
立
た
れ
、
全
世
界
を
ま
わ
っ
て
見
聞
を
広
め
ら
れ
た
が
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
に
長
く
留
ま
り
、
ア

γ
リ
l
・
カ
ピ

タ

γ
教
授
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
学
ば
れ
た
。
昭
和
八
年
三
月
帰
朝
さ
れ
る
や
、
教
授
と
し
て
台
北
帝
国
大
学
に
赴
任
さ
れ
、
十
年

余
広
わ
た
っ
て
奉
職
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
十
年
敗
戦
に
よ
り
帰
国
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
二
年
六
月
、
新
設
さ
れ
た
北
海
道
大
学
法

文
学
部
の
講
師
、
同
年
十
月
教
授
と
な
っ
て
札
幌
に
来
任
さ
れ
、
以
後
十
六
年
半
の
長
き
に
わ
た
っ
て
民
法
講
座
を
担
当
さ
れ
、
終
始
た

ゆ
ま
ざ
る
講
義
を
続
け
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
か
ら
昭
和
三
十
六
年
三
月
末
に
至
る
聞
は
、
大
学
院
法
学
研
究
科

長
と
し
て
、
な
お
未
完
成
の
状
態
に
あ
っ
た
法
学
部
大
学
院
の
充
実
に
努
め
ら
れ
、
ま
た
昭
和
二
十
八
年
六
月
に
は
北
海
道
大
学
評
議
員

応
選
ば
れ
て
、
大
学
の
枢
機
に
参
与
さ
れ
る
一
方
、
学
部
長
代
理
と
し
て
菊
井
学
部
長
を
よ
く
援
け
、
学
部
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
さ

ら
に
昭
和
三
十
四
年
七
月
に
は
北
海
道
大
学
付
属
図
書
館
長
に
就
任
さ
れ
、
図
書
館
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
は
、
な
が

く
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
残
る
も
の
で
あ
る
。

円
教
授
が
わ
が
国
民
法
学
界
の
権
威
で
あ
り
重
鎮
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
教
授
の
豊
富
な
学
問
的
業
績
に
つ

「
あ
と
が
'
き
」
に
譲
り
た
レ
が
、
教
授
が
つ
ね
に
孜
々
と
し
て
研
究
に
精
進
し
て
こ
ら
れ
た
姿
は
、
わ

い
て
は
、
巻
末
の
門
著
作
目
録
」
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れ
わ
れ
後
進
を
鼓
舞
す
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
っ
た

?
L
か
も
教
授
の
視
野
が
広
育
学
識
の
該
博
な
と
と
は
、
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
教

援
は
手
く
か
ら
比
較
法
的
研
究
め
必
要
を
痛
感
さ
れ
、
台
北
比
較
法
学
会
を
創
設
さ
れ
た
。
台
北
時
代
の
「
比
較
婚
姻
法
」
第
-
部
・
第

一
一
部
の
輔
纂
は
、
わ
が
園
最
初
の
本
格
的
な
比
較
法
書
と
し
て
、
法
学
の
歴
史
に
残
る
偉
業
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
の
終
戦
は
、
教
授
に

と
の
上
も
な
"
い
苦
痛
を
与
え
、
と
く
に
‘
ョ
苦
心
し
て
集
め
ら
れ
た
諸
大
な
図
書
を
台
北
ペ
残
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
御
心
中
は
、
察
す
る

ピ
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
ヲ
な
運
命
も
教
授
の
学
問
へ
の
意
欲
を
挫
か
せ
ず
、
戦
後
一
時
秋
田
県
に
身
を
よ
ぜ
ら
れ
士

聞
に
、
そ
れ
ま
，
で
の
民
法
学
研
究
の
総
括
を
「
民
法
学
の
対
象
」
と
し
て
世
に
問
わ
れ
た
。
ま
た
昭
和
二
十
二
年
の
北
大
法
文
学
部
の
開

ー
設
は
‘
何
匂
の
物
的
‘
入
的
準
備
な
し
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
教
授
の
御
苦
労
は
は
か
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
、
て
そ
の
た
め

に
心
貴
重
な
研
究
時
間
の
一
多
く
が
雑
務
に
さ
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
‘
教
援
は
当
時
改
正
さ
れ
た
新
民
法
の
普
及
の
た
め
、
北
海
道
各

地
を
講
演
さ
れ
た
り
、
調
査
さ
れ
た
り
し
記
。
そ
の
成
果
が
「
新
婚
姻
法
」
ハ
昭
二
五
)
で
あ
る
。
法
学
部
の
人
的
、
物
的
施
設
が
充
実

f

ず
お
に
づ
れ
て
吋
教
授
は
ふ
た
た
び
書
斎
の
人
と
な
り
、
貴
重
な
成
果
を
生
み
出
さ
れ
た
が
、
最
近
に
至
っ
て
、
教
援
の
長
年
の
研
究
の

撃
面
積
が
二
つ
の
失
事
業
ど
な
q

て
現
わ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
一
「
新
比
較
婚
姻
法
」
四
巻
の
完
成
で
あ
り
、
今
日
つ
は
「
財
産
承
継
制
度
の

比
較
法
的
研
究
」
の
判
行
で
あ
っ
て
、
と
も
に
教
一
援
の
学
問
の
真
髄
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
る
。

そ
の
後
も

7

教
授
は
一
日
と
し
て
，
研
究
に
う
む
所
が
な
く
‘
専
門
書
を
文
字
通
り
耽
読
し
て
お
ら
れ
る
。
教
授
の
置
塾
な
き
び
し
い
研
究

館
震
は
、
わ
れ
わ
れ
に
よ
き
範
を
た
れ
る
も
の
で
あ
り
、
教
授
が
今
後
ま
す
ま
す
お
元
気
で
活
躍
さ
れ
、
研
究
を
深
化
、
完
成
さ
れ
る
こ

左
を
祈
念
一
し
て
ぷ
ま
な
い
次
第
で
あ
る
~
。

昭
和
.
三
十
九
年
三
月

北
海
道
大
学
法
学
会
長

矢

隆

田

俊
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